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人権教育・同和教育講演会 
多様性を認め、差別のない社会を作るには－発達障害、ＬＧＢＴの理解－ 

新潟大学大学院教育実践学研究科の長澤正樹教授に発達障害やＬＧＢＴの理解について講演をしていただきま

した。「人権を大切にすること」、「差別はいけないこと」はわかっていたけれど、実際自分がその場面に遭遇した

ら・・・。さまざまな角度から考えるよい機会となりました。 

 

 

 

小さな一歩    

「人権は大切に」という言葉は小学校で学んだ。し

かし、正直よく分からなかった。人権、人権といって

も詳しくは学ばなかった。今回の講演会では性同一性

障害で苦しんでいる人に対して、「自分にできること

はないか」という気持ちが新たに生まれた。 

私は将来、＜心理学＞か＜何か研究する仕事＞をし

たいと考えている。そのために大学を目指している。

今回の講演会はとても勉強になった。  

遠藤 真優 

 差別はいけないとは知っていたし、様々な障害を抱

えている人がいることも知っていたが、やはり偏見を

もっている自分がいた。今回の講演会で障害をもつ人

が悪いわけではなく、それを支える社会の仕組みがま

だまだ足りないのだと考えた。日本そして世界には

様々な差別に苦しむ人がいることを忘れてはいけな

いと思う。多様性を生かし、世界中が輪になり、平和

な世の中にしていきたい。 

                増子 きよら 

 障害とは何か、障害の人との関わり方など改めて考

え直すことができた。障害とは属性であり、「自分と

は違うから関わりたくない」「あの人は何か変わって

いる」と差別的な目を向けることは間違っていること

や、障害をその人の個性とし、その人を尊重したり、

自分と共通しているところを見つけ、交流を深めるこ

とが大切だということが分かった。 

 障害など関係なくいろいろな人と関わっていきた

いと思った。            櫻井 優衣 

 私は少し障害をもった方やＬＧＢＴの方と接するの

は抵抗があったが、この講演会を通して改めるべきだ

と考えた。これから相手の気に障るような言動は気を

付けたいと思った。知らず知らずのうちにこれらの人

たちに対して差別をしていたのではないかと自分自身

に問いかけ、改善していきたいと思う。この講演会は

自分のためになる素晴らしいものだった。   

 鈴木 里彩 



前期中間テストを終えて 

 

 数学では、今回難しい問題が多かったので、特に力を

入れて学習した。分からないところは、友だちや先生に

聞いて解いた。テストでは、友だちに聞いた問題が出題

され、解くことができた。 

 次回に向けて修正するところは、授業に集中して取り

組むこと、毎日の課題に帰宅してすぐ取り組み、睡眠時

間を確保することである。       藤坂 真実 

テスト勉強は、前回よりもだいぶスムーズに進め

ることができた。しかし、テスト課題を終わらせて

からの自学がうまくできなかった。すべての教科で

できなかったところを見直すことができなかった。 

これからの課題は、 

① 授業で分からないところがあったら、その日

のうちに分かるようにすること 

② 普段の学習の仕方を見直すこと 

である。それができれば、今回よりももっと点数が

とれると思う。           東 琉歌 

☆ 今後の予定☆ 

1日（月）職員会議、部活なし、45分授業 

5日（金）分掌会、部活なし 

7日（日）村上大祭 

11日（木）球技大会、職員会議、部活なし、45分授業 

12日（金）漢字検定 

      9日～16日まで職場体験事前打ち合わせ 

13日（土）～15日（月）県大会 

15日（月）海の日 

16日（火）生徒会活動優先日 

19日（金）6限：非行防止講話、7限：全校集会 

22日（月）～24（水）職場体験 

25日（木）～31日（水）夏期講座、保護者面談 

テスト勉強は、だいたい計画通りに進められたが、

もう少し自学をすればもっと高得点をとれたと思う。

今回は目標点に届いていなかったため、とても残念だ

った。 

次回は、授業の内容をしっかり理解して、テストで

あせらないこと、自学の時間をもと増やすことを課題

にがんばりたい。また、毎日の課題は提出率 100％な

のでこのままキープしていきた。   緒形 春太朗 

数学と英語に時間をかけたにもかかわらず、提出期

限に間に合わなかった。また、授業では、先生が書い

たことをそのまま写しているだけなので、あまり理解

することができなかった。 

次からは自分なりの工夫をして、テスト前に見返せ

るようにわかりやすくノートをまとめたい。 

毎日の課題は時々数学を出せないことがあったので、

完璧な状態を続けられるようがんばりたい。 

                   木村 晟 

親子レク写真館 
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